
そ
れ
ぞ
れ
「
日
本
教
育
再
生

機
構
」
、
「
日
本
会
議
」
、「
安

全
保
障
の
法
的
基
盤
の
再
構

築
に
関
す
る
懇
談
会
」
の
理

事
や
委
員
で
安
倍
首
相
と
関

係
の
深
い
学
者
で
す
。

月

日
ま
で
の
国
会
で

す
。
被
爆
県
長
崎
の
教
職

6
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の
審
議
、
そ
し
て
議
決
を
前

員
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち

月

日
の
衆
議
院
憲
法

ま
た
、
長
谷
部
氏
は
「
ど

に
、
私
た
ち
の
生
の
声
を
届

の
未
来
を
閉
ざ
す
こ
と
が

6

4

審
査
会
で
、
自
民
党
、
民
主

こ
ま
で
武
力
行
使
が
許
さ
れ

け
ま
し
ょ
う
。

な
い
よ
う
、
今
こ
そ
行
動

党
、
維
新
の
党
か
ら
推
薦
さ

る
か
も
不
明
確
で
、
立
憲
主

先
の
大
戦
で
、
教
職
員
が

を
起
こ
す
時
で
す
。

れ
、
参
考
人
と
し
て
招
致
さ

義
に
も
と
る
」
と
指
摘
し
ま

お
か
し
た
過
ち
を
繰
り
返
さ

今
後
の
と
り
く
み
に
つ

れ
た
憲
法
学
者

人
全
員
と

し
た
。
小
林
氏
も
「
国
会
が

な
い
よ
う
、
敗
戦
後
、
教
職

い
て
は
、
別
紙
の
『
組
合

3

も
に
、
集
団
的
自
衛
権
を
行

多
数
決
で
法
律
を
つ
く
れ

員
は
「
教
え
子
を
再
び
戦
場

員
の
み
な
さ
ん
に
よ
び
か

使
可
能
に
す
る
新
た
な
安
全

ば
、国
会
に
よ
る
憲
法
軽
視
。

に
送
ら
な
い
」
と
い
う
誓
い

け
ま
す
』
で
具
体
的
に
提

保
障
関
連
法
案
（
「
安
保
法

立
憲
主
義
に
反
す
る
」
と
指

を
胸
に
、
教
育
を
作
り
上
げ

起
し
て
い
ま
す
。
平
和
憲

制
」「
戦
争
法
制
」
）
に
つ
い

摘
し
、
後
方
支
援
の
拡
充
に

て
き
ま
し
た
。
今
、
そ
の
誓

法
を
破
壊
す
る
「
戦
争
法

て
「
憲
法
違
反
」
と
の
見
解

つ
い
て
「
武
力
行
使
の
一
体

い
、
願
い
が
踏
み
に
じ
ら
れ

制
」
を
廃
案
に
追
い
込
む

を
示
し
ま
し
た
。

化
そ
の
も
の
」
と
し
て
、
銀

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
戦
争

た
め
に
、
一
人
ひ
と
り
が

自
民
党
推
薦
で
憲
法
改
正

行
強
盗
を
手
伝
う
こ
と
に
た

は
、
敗
者
だ
け
で
な
く
勝
者

で
き
る
こ
と
を
や
り
き
り

に
慎
重
な
立
場
の
長
谷
部
恭

と
え
て
「
長
谷
部
先
生
が
銀

に
も
多
く
の
犠
牲
を
強
い
ま

ま
し
ょ
う
。

は

せ

べ

や
す

男
・
早
大
教
授
は
、
「
集
団

行
強
盗
し
て
、
僕
が
送
迎
す

お的
自
衛
権
の
行
使
が
許
さ
れ

れ
ば
、
一
緒
に
強
盗
し
た
こ

る
と
い
う
の
は
憲
法
違
反
。

と
に
な
る
」
と
痛
烈
に
批
判

閣
議
決
定
の
文
脈
自
体
に
大

し
ま
し
た
。

い
に
欠
陥
が
あ
る
。
個
別
的

以
上
の
「
憲
法
違
反
」
発

自
衛
権
の
み
許
さ
れ
る
と
い

言
を
受
け
て
、
菅
官
房
長
官

月

日
の
長
崎
新
聞
で

6

6

う
論
理
で
、
な
ぜ
集
団
的
自

は
「
『
違
憲
じ
ゃ
な
い
』
と

は
、
「
学
者
に
広
が
る
危
機

衛
権
が
許
さ
れ
る
の
か
」
と

い
う
著
名
な
憲
法
学
者
も
い

感
」「
法
の
支
配
が
崩
れ
る
」

批
判
し
ま
し
た
。

っ
ぱ
い
い
る
」
と
会
見
で
語

と
い
う
見
出
し
で
、
「
（
違
憲

民
主
党
推
薦
で

条
改
正

っ
て
い
ま
す
が
、
「
法
案
の

発
言
の
）
背
景
に
は
、
『
法

9

が
持
論
の
小
林
節
・
慶
大
名

廃
案
を
求
め
る
声
明
」
に
賛

案
が
成
立
す
れ
ば
、
こ
の
国

こ
ば
や
し
せ
つ

誉
教
授
は
、
「
仲
間
の
国
を

同
す
る
憲
法
学
者
や
研
究
者

の
法
の
支
配
の
原
則
が
崩
れ

助
け
る
た
め
、
海
外
に
戦
争

は

日
午
後
の
時
点
で

人

る
』
と
の
危
機
感
が
あ
る
」

5
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に
行
く
の
は
集
団
的
自
衛
権

に
上
っ
て
い
る
こ
と
が
、
朝

「
法
律
が
む
や
み
に
変
更
さ

で
、
憲
法

条
違
反
。
閣
議

日
新
聞
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま

れ
ず
、
法
に
従
っ
て
安
心
し

9

決
定
で
、
政
府
が
積
み
上
げ

し
た
。
ち
な
み
に
、
長
谷
部
、

て
生
活
で
き
る
こ
と
を
意
味

て
き
た
も
の
が
、
論
理
的
に

故
林
、
笹
田
の

氏
は
こ
の

す
る
『
法
的
安
定
性
』
や
、

3

吹
っ
飛
ん
だ
」
と
指
摘
し
ま

声
明
の
呼
び
か
け
人
や
賛
同

法
解
釈
が
合
理
的
で
あ
る
こ

し
た
。

者
に
名
前
を
連
ね
て
い
ま
せ

と
は
法
治
国
家
の
根
幹
で
あ

維
新
の
党
推
薦
の
笹
田
栄

ん
。

り
、
そ
の
秩
序
を
揺
る
が
す

司
・
早
大
教
授
は
、
「
自
民

「
明
日
の
自
由
を
守
る
若

の
で
は
な
い
か
、
と
の
懸
念

党
政
権
と
内
閣
法
制
局
が
つ

手
弁
護
士
の
会
」が
調
査
し
、

を
憲
法
学
者
た
ち
は
抱
い
て

く
っ
て
き
た
従
来
の
憲
法
解

作
成
し
た
資
料
に
よ
る
と

い
る
」
と
解
説
し
て
い
ま
す
。

釈
は
ガ
ラ
ス
細
工
で
、
ぎ
り

「
集
団
的
自
衛
権
行
使
合
憲
」

ぎ
り
保
っ
て
い
た
。
い
ま
の

人
に
対
し
「
違
憲
」

人

多
く
の
憲
法
の
専
門
家

3

189

安
保
法
制
の
定
義
は
、
踏
み

と
の
こ
と
で
す
。ち
な
み
に
、

が
、
「
安
保
法
制
（
戦
争
法

越
え
て
し
ま
っ
て
お
り
違
憲

合
憲
を
唱
え
る

人
は
、
八

制
）
は
「
憲
法
違
反
」
と
表

3

だ
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

木
秀
次
・
麗
澤
大
教
授
、

明
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て

ひ
で
つ
ぐ

百
地

章

・
日
大
教
授
、
西

い
つ
も
の
ご
と
く
、
安
倍
内

も

も

ち

あ
き
ら

修

・
駒
沢
大
名
誉
教
授
で
、

閣
は
馬
の
耳
に
念
仏
で
す
。

お
さ
む

安保法制（戦争法制）は「憲法違反」
－－衆議院憲法審査会で憲法学者３人が明言

「教え子を再び戦場に送らない」の声をあげ、
「戦争法制」を廃案に追い込もう

機

雷

子
ど
も
た
ち
の
未
来
に
責
任
を
負
う
教
職
員
と
し

て
、
「
戦
争
す
る
国
」
づ
く
り
で
は
な
く
、
憲
法
を

い
か
し
「
平
和
を
広
げ
る
国
」
づ
く
り
を
め
ざ
す

行
動
を
起
こ
し
ま
し
ょ
う

「５・27安倍暴走政治ストップ中央行動」報告全国高校懇談会 報告 － 「教え子を再び戦場に送らない」

「
集
団
的
自
衛
権
行

使
な
ど
、
戦
争
で
き
る

国
づ
く
り
を
め
ざ
す
戦

争
立
法
反
対
！
」
お
よ

び
「
労
働
法
制
改
悪
阻

止
・
最
賃
大
幅
引
き
上

げ
！
」
を
掲
げ
て
、
早

朝
街
宣
行
動
、
総
務
省

前
要
求
交
渉
、
厚
生
労

働
省
前
行
動
、

・
5

27

労
働
者
総
決
起
集
会
、

国
会
請
願
デ
モ
、
国
会

議
員
要
請
行
動
、
「
Ｓ
Ｔ

Ｏ
Ｐ
！
戦
争
法
制
・
安

倍
教
育
再
生
」
意
思
統

一
集
会
が

月

日
、

5

27

霞
ヶ
関
・
日
比
谷
野
外

音
楽
堂
・
衆
議
院
議
員

会
館
・
全
教
会
館
等
で

開
催
さ
れ
、
柴
田
島
原

農
業
分
会
長
、
本
部
小

田
の

人
が
参
加
し
ま

2

し
た
。
多
く
の
課
題
に

対
応
し
た
行
動
で
し
た

が
、
「
戦
争
法
制
」
の
審

議
入
り
直
後
で
あ
り
、

「
戦
争
法
制
」
を
廃
案

に
追
い
込
む
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

日比谷野外音楽堂での集会

5
月
29

日
、

参
議

院
議

員
会

館
に

て
全

国
高
校
懇
談
会
が
開
催

さ
れ
、
田
島
大
村
支
部

長
と
錦
戸
諫
早
支
部
書

記
長
、
本
部
・
寺
田
書

記
次
長
の

人
が
参
加

3

し
ま
し
た
。
全
体
の
参

加
は

人
で
し
た
。

81
高
校
懇
談
会
は
、
高

校
全
国
組
織
の
違
い
を

超
え
て
結
集
し
、
憲
法
、

子
ど
も
の
権
利
条
約
に

も
と
づ
き
、
民
主
教
育

の
発
展
を
め
ざ
し
て
交

流
・
討
論
を
深
め
ま
す
。

意
思
統
一
集
会
で
は
、

「
戦
争
法
制
」
関
連
法

案
を
廃
案
に
追
い
込
む

た
め
、

年
に
及
ぶ
橋

7

下
維
新
の
攻
撃
に
抵
抗

し
続
け
た
「
オ
ー
ル
大

阪
」
の
た
た
か
い
や
「
オ

ー
ル
沖
縄
」
の
た
た
か

い
を
教
訓
に
、
教
職
員

と
し
て
生
き
る
こ
と
の

原
点
に
立
っ
て
「
教
え

子
を
再
び
戦
場
に
送
ら

な
い
」
た
め
の
具
体
的

な
と
り
く
み
を
意
思
統

一
し
ま
し
た
。
ま
た
、

文
科
省
交
渉
、
関
係
省

庁
・
団
体
・
国
会
議
員

へ
の
要
請
行
動
に
と
り

く
み
ま
し

た
。交

渉
、

要
請
行
動

の
後
、
有

楽
町
マ
リ

オ
ン
前
で
、

「
戦
争
法
制
」
関
連
法

案
の
廃
案
と
教
育
予
算

の
拡
充
を
広
く
情
宣
し
、

チ
ラ
シ
配
布
に
と
り
く

み
ま
し
た
。
小
雨
模
様

の
天
候
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
多
く
の
方
が
耳

を
傾
け
、

チ
ラ
シ
を

受
け
と
り

ま
し
た
。

○
安
倍
政
権
の
「
新
語

法(
n
ew

s
p
e
a
k
)

」

①
「
平
和
安
全
法
制
」

…
「
平
和
の
た
め
」

に
憲
法
の
平
和
主
義

を
放
棄
し
軍
事
支
援

を
認
め
ま
す
。
そ
ん

な
う
そ
は
は
通
用
し

ま
せ
ん
。
戦
争
の
悲

劇
は
「
平
和
の
た
め
」

自
国
の
正
義
を
押
し

通
す
こ
と
か
ら
始
ま

る
と
、
歴
史
が
証
明

し
て
い
ま
す
。

②
「
平
和
へ
の
積
極
的

貢
献
」
…
地
球
上
の

ど
こ
へ
で
も
行
っ
て

米
軍
の
軍
事
作
戦
を

支
援
す
る
こ
と
。
そ

れ
な
の
に
日
本
が
米

国
の
戦
争
に
巻
き
込

ま
れ
る
こ
と
は
「
絶

対
に
あ
り
得
な
い
」

ア
リ
エ
ナ
ー
イ
。

③
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
読

ん
で
い
な
い
…
読
ん

で
も
い
な
い
も
の
か

ら
脱
却
す
る
と
は
ア

ベ
マ
ジ
ッ
ク
。

④
自
衛
隊
員
の
リ
ス
ク

は
高
ま
ら
な
い
…
自

衛
隊
発
足
以
来
一
八

〇
〇
人
の
自
衛
隊
員

が
殉
職
し
て
い
る
。

戦
闘
で
の
死
者
は
ゼ

ロ
だ
と
理
解
し
て
い

る
の
か
知
ら
ん
。

⑤
自
分
へ
の
批
判
は

「
レ
ッ
テ
ル
貼
り
」、

自
ら
が
行
う
批
判
は

「
言
論
の
自
由
」
。

⑥
国
会
へ
の
法
案
提
出

前
に
、
米
議
会
で
約

束
し
、
同
時
に
民
主

主
義
の
す
ば
ら
し
さ

を
熱
く
語
る
。

ど
れ
も
ア
ベ
コ
ベ
。

月

日
付
け
の
朝
日
新
聞
の
「
安
保
法
制

5

24

安
倍
政
権
の
『
話
法
』
か
ら
考
え
る
」
と
い
う
記

事
の
一
部
に
解
説
を
追
加
し
て
紹
介
し
ま
す
。
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動
な
ど

項
を
列
挙

6

し
た
う
え
で
、
具
体

的
な
目
標
と
と
り
く

高
教
組
は
、

月

日

｢

年
度
運
動
方
針｣

、

号

出｣

、

号
議
案｢

大
会
ス
ロ

各
分
会
で
議
案
討
議
を
行

み
を
提
起
し
て
い
ま

6

20

15

3

6

(

土)

に
諫
早
市
高
城
会
館
で

議
案｢

長
崎
高
教
組
組
織
建

ー
ガ
ン｣

の

本
で
す
が
、

い
、
全
て
の
分
会
か
ら
の
代

す
。

6

第

回
定
期
大
会
を
開
催
し

設

か
年
計
画｣

、

号
議

そ
の
中
で
、
第

号
議
案
と

議
員
の
参
加
と
活
発
な
討
論

月
末
の｢

か
年

86

3

4

2

3

3

ま
す
。
議
案
は
、

号
議
案

案｢

年
度
予
算｣

、

号
議

第

号
議
案
の
ポ
イ
ン
ト
は

で
、
第

回
定
期
大
会
を
成

計
画｣

の
提
起
以
降

1

15

5

3

86

5

｢

年
度
決
算｣

、

号
議
案

案｢

選
挙
管
理
委
員
の
選

次
の
と
お
り
で
す
。

功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

月
末
ま
で
に
、
す
で

14

2

に

人
の
新
加
入
が

7
実
現
し
て
い
ま
す
。

年
度
の
運
動
方
針
に
つ

こ
う
し
た
経
験
と
み

15

号
議
案
を
中
心
と
す
る

頁
）

い
て
は
、
議
案
書
の

頁
で

そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
重

ん
な
の
知
恵
を
い
か

2

41

議
案
書
で
は
、

頁
か
ら

Ⅲ

県
境
委
提
案
の
問
題
点

次
の

つ
を
重
点
課
題
と
し

点
課
題
に
つ
い
て
の
と
り
く

し
て｢

か
年
計
画｣

1

33

3

3

頁
ま
で
、

年
度
の
運
動
の

を
明
ら
か
に
し
、
経
過
措

て
提
起
し
て
い
ま
す
。

み
方
針
を
、
①
に
つ
い
て
は

を
よ
り
豊
か
な
も
の

14

経
過
と
総
括
が
記
載
さ
れ
て

置
に
つ
い
て
は
現
場
教
職

Ⅰ

｢

長
崎
高
教
組
組
織
建

・

頁
、
②
に
つ
い
て
は

に
し
ま
し
ょ
う
。

41

42

い
ま
す
。
多
く
の
と
り
く
み

員
の
意
見
を
反
映
さ
せ
た

設

か
年
計
画｣

の
初
年

頁
、
③
に
つ
い
て
は

頁

3

44

50

の
中
で
、
特
に
前
進
面
と
高

人
事
異
動
基
本
方
針
変
更

度
と
し
て
、

人
の
新
加

で
提
起
し
て
い
ま
す
。

50

教
組
が
は
た
し
た
役
割
を
確

に
対
す
る
と
り
く
み(
同

入
、
組
合
員
の
純
増
を
実

重
点
課
題
以
外
の
方
針
案

認
し
て
お
き
た
い
の
が
、
次

頁)
現
す
る
。

で
、
運
動
の
到
達
点
や
情
勢

21

の
点
で
す
。

Ⅳ

定
時
制
・
通
信
制
生
徒

Ⅱ

教
職
員
を
分
断
し
、
教

に
呼
応
し
て
、
従
来
の
方
針

Ⅰ

｢

給
与
制
度
の
総
合
的

の
教
科
書
代
・
夜
食
費
の

育
を
破
壊
す
る｢

成
績
主

に
新
た
に
加
え
た
り
、
書
き

見
直
し｣

や

歳
昇
給
停

補
助
削
減
を
く
い
と
め
た

義
賃
金｣
の
導
入
を
阻
止

換
え
た
部
分
と
し
て
は
、
人

55

止
は
強
行
さ
れ
た
が
、
部

と
り
く
み(

同

頁)

す
る
。

事
異
動
基
本
方
針
に
対
す
る

29

活
動
指
導
手
当
等
の
増

Ⅲ

｢

教
え
子
を
再
び
戦
場

要
求(

議
案
書

頁)

、
高
校

46

額
、
夏
季
休
暇
の

日
へ

同
時
に
、
組
合
員
拡
大
の

に
送
る
な｣

の
ス
ロ
ー
ガ

に
お
け
る｢

特
別
支
援｣

教
育

5

の
拡
大
な
ど
を
実
現
し
た

と
り
く
み
や
職
場
活
動
に
つ

ン
を
高
く
掲
げ
て
職
場
や

に
か
か
わ
る
と
り
く
み(

同

確
定
交
渉
の
と
り
く
み

い
て
は
、
各
分
会
で
の
様
々

地
域
で
の
と
り
く
み
を
強

頁)

、
自
衛
隊
の｢

海
兵
隊

14

48

（
議
案
書

～

頁
）

な
努
力
は
あ
る
も
の
の
、
到

め
、
集
団
的
自
衛
権
を
は

化｣

等
に
反
対
す
る
と
り
く

12

14

Ⅱ

平
均

・

％
も
の
賃

達
点
と
し
て
は
過
去
数
年
と

じ
め
と
す
る｢

戦
争
法
案｣
み(
同

頁)

な
ど
が
あ
り
ま

11

2

51

下
げ(

退
職
金
も
百
万
円

同
じ
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
っ
て

の
成
立
を
阻
止
す
る
。

す
。

を
大
き
く
超
え
る
減
額)

い
る
現
状
も
リ
ア
ル
に
総
括

を
大
き
く
押
し
戻
し
た
現

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

業
賃
金
交
渉(

同

・

(

同

～

頁)

。

14

15

1

5

｢

長
崎
高
教
組
組
織
建
設

よ
び
か
け
る
こ
と
を
提
起
し

か
年
計
画｣

に
つ
い
て
は
、

て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
教
組

3
月
末
に
開
催
し
た
全
県
分

運
動
を
継
続
し
て
い
く
た
め

3会
長
・
支
部
代
表
者
会
議
で

に
専
従
役
員
体
制
を
維
持
・

提
起
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

拡
大
し
て
い
く
こ
と
の
重
要

議
案
書
の

頁
～

頁
で

育
再
生｣

の
諸
政
策
、
政
府

内
容
を
少
し
整
理
し
た
上

性
を
指
摘
し
、
そ
れ
を
保
障

34

40

は
、
憲
法
・
国
民
生
活
・
教

が
全
国
的
に｢

成
績
主
義
賃

で
、

月
以
降
の
と
り
く
み

す
る
た
め
に
は
組
合
員
拡
大

4

育
・
教
職
員
を
め
ぐ
る
情
勢

金｣

の
導
入
を
す
す
め
て
い

の
経
験
も
活
か
し
な
が
ら
、

が
不
可
欠
で
あ
る
と
述
べ
て

に
つ
い
て
記
載
さ
れ
て
い
ま

る
状
況
と
そ
れ
に
無
批
判
に

定
期
大
会
で
の
組
織
的
な
討

い
ま
す
。
そ
し
て
、｢

か
3

す
。
特
に
、
現
在
、
国
会
で

従
う
県
教
委
の
姿
勢
な
ど
に

論
で
確
定
し
よ
う
と
す
る
も

年
計
画｣

の
と
り
く
み
の
基

審
議
さ
れ
て
い
る｢

戦
争
法

注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
り

の
で
す
。

本
的
な
考
え
方
と
し
て
、
全

制｣

の
問
題
点
を
お
さ
え
る

ま
す
。

号
議
案
は
、
そ
の
前
半

て
の
未
組
合
員
を
対
象
者
と

3

と
と
も
に
、｢

戦
争
す
る
国

で
、
長
崎
高
教
組
が
こ
れ
ま

し
て
全
て
の
組
合
員
が
声
を

づ
く
り｣

と｢

企
業
が
世
界
で

で
実
現
し
て
き
た
成
果
と
、

か
け
る｢

総
当
た
り｣

や
、
拡

一
番
活
動
し
や
す
い
国
づ
く

高
教
組
が
は
た
し
て
い
る
役

大
標
語
の
作
成
や
ポ
ス
タ
ー

り｣

の
た
め
の｢

人
材
育
成｣

割
を
、
組
合
員
自
身
が
確
認

の
掲
示
、
チ
ラ
シ
配
布
な
ど

を
ね
ら
っ
て
い
る
安
倍｢

教

し
て
、
未
組
合
員
に
加
入
を

誰
に
で
も
で
き
る
見
え
る
活

全
て
の
分
会
か
ら
の
代
議
員
の
参
加
で
第

回
定
期
大
会
を
成
功
さ
せ
よ
う

86

年
度
の
運
動
を
総
括
し
、
実
現
し
た
前
進
面
と

14高
教
組
が
は
た
し
た
役
割
を
確
認
し
よ
う

｢

戦
争
法
制｣

を
は
じ
め
と
す
る｢

戦
争
す
る
国
づ

く
り｣

や｢

成
績
主
義
賃
金｣

導
入
な
ど
が
狙
わ
れ

て
い
る
重
大
な
情
勢

年
度
の
高
教
組
運
動
の

つ
の
重
点
課
題

15

3

み
ん
な
の
経
験
と
知
恵
を
活
か
し
て｢

組
織
建
設

か
年
計
画｣

を
確
定
し
よ
う

3

2014年度の出退勤時刻調査の集計結果

全日制高校では４割以上の教職員が過労死水準の長時間労働
…１年間ずーっと月80時間を超える超勤をしている教職員が69人も

月

時
間
超
・

時
間
超
の
割
合
は
前
年
度

100

80

比
で
微
減
で
も
依
然
と
し
て
高
い
水
準

月
の
超
勤
が

時
間
超
及
び

時
間
超
の

100

80

教
職
員
の
割
合
は
表
の
と
お
り
で
す
。
県
立

学
校
全
体
で
は
い
ず
れ
も
前
年
度
比
で
微
減

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
月

時
間
超
の
教
職

100

員
の
割
合
は
、

年
度
と
同
じ
で
、
調
査
が

12

始
ま
っ
た

年
度
以
降

番
目
の
高
さ
で
あ

09

2

り
、
依
然
と
し
て
高
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。

月

時
間
超

80

の
集
計
は
一
昨

年
度
か
ら
で
す

が
、
前
年
度
比

で
若
干
減
少
し

た
と
は
い
え
、

過
労
死
水
準
と

言
わ
れ
る
月
80

時
間
超
の
超
勤

を
し
て
い
る
教

職
員
が
県
立
学

校
全
体
で

人
6

に

人
、
全
日

1
制
の
普
通
高
校

で
は

人
に

3

1

人
を
超
え
て
い

る
と
い
う
の
は

深
刻
な
状
況
で

す
。

ヶ
月
以
上
月

時
間
超
の
超
勤
を
し
た
教

2

80

職
員
は
全
体
で

％
、
全
日
制
高
校
で

％

28

42

昨
年
度
の
確
定
交
渉
の
結
果
、
今
回
か
ら

月

時
間
超
の
超
勤
が

ヶ
月
以
上
続
い
て

80

2

い
る
教
職
員
の
人
数
も
集
計
結
果
が
明
ら
か

に
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
内
容

は
下
の
表
の
と
お
り
で
す
。
超
勤
が

時
間

80

を
超
え
る
月
が
な
か
っ
た
教
職
員
は
、
県
立

学
校
全
体
で

割
、
全
日
制
高
校
で
は

割

6

4

強
で
す
。

労
災
で
過
労
死
と
認
定
す
る
場
合
の
基
準

が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
直
前
の

ヶ
月

1

の
残
業
が

時
間
を
超
え
る
か

時
間
超
の

100

80

残
業
が

ヶ
月
以
上
続
い
た
場
合
は
、｢

業

2

務
と(

心
疾
患
な
ど
の
病
気
の)

発
症
と
の
関

連
性
が
強
い｣

と
さ
れ
て
お
り
、
長
時
間
労

働
が
最
も
深
刻
な
状
況
の
指
標
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
回
の
集
計
結
果
で
見
れ
ば
、
昨
年

度
の

年
間
で
、

時
間
超
の
超
勤
が

ヶ

1

80

2

月
以
上
続
い
た
期
間
が
あ
る
教
職
員
は
、
県

立
学
校
全
体
で

％
、
全
日
制
の
高
校
で
は

28

％
に
も
ぼ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

年
間
の

42

1

半
分(

ヶ
月)

以
上
月

時
間
超
の
超
勤
が

6

80

あ
る
教
職
員
は
全
体
で

％
、
全
日
制
高
校

17

で

％
、

年
間
ず
ー
っ
と
月

時
間
超
の

26

1

80

超
勤
を
し
て
い
る
教
職
員
が

人
も
お
り
、

69

い
つ
過
労
死
が
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
状

況
で
す
。

出
退
勤
時
刻
調
査
の
正
確
な
記
入
と
安
全
衛

生
委
員
会
や
職
員
会
議
で
の
協
議
を

こ
の
よ
う
に
、
出
退
勤
時
刻
調
査
は
、
教

職
員
の
長
時
間
労
働
の
実
態
を
示
す
貴
重
な

デ
ー
タ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、｢

記
入

が
煩
わ
し
い｣

｢

時
間
を
超
え
る
と
管
理
職

100

面
談
が
あ
る
か
ら
面
倒
だ｣

な
ど
と
し
て
正
確

に
記
入
し
て
い
な
い
人
が
い
る
と
い
う
話
も

あ
ち
こ
ち
で
聞
き
ま
す
。
記
入
さ
れ
な
い
長

時
間
労
働
は
無
か
っ
た
こ
と
に
さ
れ
、
き
ち

ん
と
記
入
し
な
い
人
が
増
え
れ
ば｢

超
勤
縮
減

が
す
す
ん
で
い
る｣

と
評
価
さ
れ
る
恐
れ
も
あ

り
ま
す
。
出
退
勤
時
刻
調
査
の
意
義
を
確
認

し
、
正
確
に
記
入
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
し
て
、
こ
の
デ
ー
タ
を
超
勤
縮
減
の
た

め
に
活
用
す
る
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

各
学
校
の
安
全
衛
生
委
員
会
で
、
月
の
超
勤

が

時
間
を
超
え
て
い
る
人
が
そ
の
学
校
に

80
何
人
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
、
対
策
を

協
議
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
県
全

体
の
総
括
安
全
衛
生
委
員
会
で
は
、
「
職
員
会

議
な
ど
の
会
議
の
中
で
の
校
務
負
担
の
軽
減

な
ど
の
意
見

交
換｣

を
県
立

学
校
の
教
職

員
の
安
全
・

衛
生
に
関
す

る
総
合
対
策

の｢

具
体
的
な

と
り
く
み｣

と

し
て
決
定
し

て
い
ま
す
。

職
場
の
超
勤

の
具
体
的
な

実
態
を
職
場

全
体
で
明
ら

か
に
し
て
対

策
を
協
議
す

る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い

ま
す
。

県教委は5月28日、昨年度の出退勤時刻調査

の集計結果を明らかにしました。その結果、

県立学校の教職員の長時間労働の深刻な

実態が改めて明らかになりました。

(2) 第1589号 2015年6月1日(月) 長 崎 高 教 組 新 聞 昭和35年8月11日第三種郵便物認可 毎月1日、15日発行


